
 

 

 

「Insurance Asia Awards 2026」で 2 部門を受賞 

～自然資本・生物多様性リスク開示支援サービス～ 

２０２６年７月８日 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループのあいおいニッセイ同和損害保険株式会社（代表取締役社長： 
新納 啓介）は、Charlton media group※1が主催する「Insurance Asia Awards 2026」で、「Domestic General 
Insurer of the Year – Japan」、および「ESG Initiative of the Year – Japan」の 2部門を受賞しました
ので、お知らせします。なお、「Domestic General Insurer of the Year – Japan」部門は、国内の保険会
社として初の 3年連続受賞となります。 
※1 香港、シンガポール、フィリピンにオフィスを構える大手ビジネス情報グループ。地域の主要なビジネス誌や国別、 

地域別の業界紙を発行 

 

１．「Insurance Asia Awards 2026」について 

「Insurance Asia Awards 2026」は、大手ビジネスメディアグループ「Charlton media group」が 2016

年に開始した、アジア太平洋地域で権威のある保険業界アワードであり、保険会社や再保険会社、ブローカ

ーにおいて、優れた商品・サービス・取り組みを表彰対象としています。 

 

２．受賞概要 

受賞部門 

・「Domestic General Insurer of the Year – Japan」 
日本国内の保険会社において、直面した課題を解決する
ために革新的な取り組みを行った企業を表彰 
 

・「ESG Initiative of the Year – Japan」 
日本国内の保険会社において、革新性や高い実効性を有
し、ESG課題への対応を通じて持続可能で責任ある事業
活動の実現に貢献したプロジェクトを表彰 

 

受賞日 ・2026年 7月 7日 

選出方法 ・保険業界専門のコンサルタント等で構成される委員会により受賞企業を選出 

評価内容 

・企業拠点・サプライヤー・主要コモディティ（汎用的な原材料・部品）ごとの自然関連リ
スクを財務影響ベースで可視化・優先順位付けできる「自然資本・生物多様性リスク開示
支援サービス」を、オックスフォード大学発の Natural Capital Research 社と共同で開
発※2 し、TNFD※3／CSRD※4 対応や IR、財務リスク管理に活用可能な実務性の高い取り組み
として、同サービスが評価を受けたもの。 

(ご参考) 

昨年 受賞
内容 

・インフラ老朽化の未然防止に向け、当社とオックスフォード大学の AI ベンチャーである 
Mind Foundry 社の共同研究所である Aioi R&D Lab-Oxford が共同開発した「AI を活用し
た橋梁点検サポートツール」が、安全・安心な社会の実現を目指した先進的な取り組みで
あると評価を受け、「Domestic General Insurer of the Year – Japan」と「Digital 
Transformation Initiative of the Year – Japan」の 2 部門を受賞※5 

※2 リリース：自然資本・生物多様性リスク評価ベンチャー 「Natural Capital Research」との資本業務提携について  

※3 自然関連財務情報開示タスクフォース（The Taskforce on Nature-related Financial Disclosures）。金融機関や 

投資家の適切な投資判断のために、企業における自然環境や生物多様性に関するリスク・機会の開示を促すための 

タスクフォース 

※4 企業サステナビリティ報告指令（Corporate Sustainability Reporting Directive）。EU 域内で事業を行う企業に対し、 

環境・社会・ガバナンス（ESG）に関する詳細なサステナビリティ情報の開示を義務付ける法律 

※5 リリース：「Insurance Asia Awards 2025」で 2 部門を受賞  
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３．今後の展開 

現在、本サービスの展開を通じて、企業が自然関連リスクや機会を把握し、経営判断に活用できる環境づ
くりを進めています。今後はさらなる分析の高度化を図りながら、企業価値の向上と自然との共生の両立を
後押しし、持続可能な社会の実現に貢献していきます。 

 

以上 

 

当社は、社会との共通価値を創造し、目指す社会像である 

「レジリエントでサステナブルな社会」を実現するため、 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を道しるべとし、地域の 

皆さまに貢献する活動を行ってまいります。 

あいおいニッセイ同和損保は、「CSV×DX を通じて、お客さま・地域・社会の未来を支えつづける」 

ことを目指しています。最先端・独自の技術やデジタル・データの活用、特色あるパートナーとの 

協業により、お客さま・地域・社会が真に求める新たな価値を提供していきます。また、国内外の 

あらゆる事業を通じて、お客さま・地域・社会とともに社会・地域課題の解決にグローバルに取組みます。 


